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一
、
は
じ
め
に 

日
本
人
に
と
っ
て
、
坂
口
安
吾
「
日
本
文
化
私
観
」（
「
現
代
文
学
」
一
九
四
二
年

三
月
）
は
高
校
国
語
教
科
書
に
採
択
さ
れ
、
一
度
は
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
文
章
で
あ

る
。
数
多
く
の
日
本
論
が
書
か
れ
、
海
外
で
も
日
本
論
が
成
熟
し
た
。
い
ま
だ
に
安

吾
の
「
日
本
文
化
私
観
」
が
読
ま
れ
る
背
景
に
は
、
教
科
書
採
択
と
日
本
人
の
セ
ル

フ
イ
メ
ー
ジ
の
影
響
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
高
校
三
年
生
向
け
『
精
選 

現
代
文
Ｂ
』（
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
九

年
一
月
）
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
と
し
て
「
日
本

文
化
私
観
」
は
収
録
さ
れ
た（

１
）

。
日
本
文
化
の
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
を
規
定
さ
せ
る
ね

ら
い
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
同
時
収
録
さ
れ
た
評
論
は
、
夏
目
漱
石
「
現
代
日
本
の
開

化
」（
『
朝
日
講
演
集
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
一
一
年
十
一
月
）
、
谷
崎
潤
一
郎
「
陰

翳
礼
讃
」（
「
経
済
往
来
」
一
九
三
三
年
十
二
月
、
一
九
三
四
年
一
月
）
な
ど
で
あ
る
。 

教
科
書
の
目
標
設
定
に
は
、「
予
習
」
と
し
て
「
（
１
）
筆
者
が
、「
小
菅
刑
務
所
」
、

「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
工
場
」
、「
駆
逐
艦
」
か
ら
感
じ
取
っ
た
「
美
し
さ
の
正
体
」
」
、

「
（
３
）「
猿
真
似
に
も
、
独
創
と
同
一
の
優
越
が
あ
る
」
に
見
ら
れ
る
、
筆
者
の
日

本
文
化
に
対
す
る
考
え
方
」
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。（
１
）
に
関
し
て
は
、
機
能
美

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。（
３
）
に
関
し
て
は
、
近
代
日
本
文
化
は
西
洋
の
猿
真
似
で

あ
り
、
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
が
、
機
能
美
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
西
洋
（
あ
る

い
は
東
ア
ジ
ア
）
に
対
し
て
優
位
に
立
て
る
と
の
答
え
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、「
活
動
」
と
し
て
、「
２
こ
の
作
品
が
発
表
さ
れ
た
時
代
状
況
を
調
べ
、「
法

隆
寺
も
平
等
院
も
焼
け
て
し
ま
っ
て
一
向
に
困
ら
ぬ
。
」
と
い
う
表
現
に
は
、
筆
者

の
ど
の
よ
う
な
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
考
え
て
み
よ
う
」
と
設
定
さ
れ
る
。 

「
予
習
」
と
し
て
想
定
さ
れ
た
、
機
能
美
を
求
め
る
「
猿
真
似
」
が
、「
法
隆
寺

や
平
等
院
」
を
「
焼
」
く
と
い
う
物
語
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
生
徒
に
感

想
を
提
出
さ
せ
れ
ば
、「
近
代
的
矛
盾
を
肯
定
す
る
の
は
環
境
に
よ
く
な
い
」
と
か
、

「
犠
牲
が
あ
る
に
せ
よ
、
近
代
化
を
優
先
す
る
べ
き
だ
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
戦
前
の
「
時
代
状
況
」
と
接
続
さ
れ
る
。
近
代
的
矛
盾

が
戦
争
を
招
く
時
代
で
あ
る
か
、
戦
前
が
失
敗
は
し
た
が
日
本
文
化
の
独
自
性
を

求
め
た
時
代
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
、
既
に
一
度
西
洋
文
化

に
追
い
つ
い
た
日
本
は
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
心
地
の
良
い
も
の
で
あ
る（

２
）

。 

 

『
精
選 

現
代
文
Ｂ
』（
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
一
月
）
は
、
こ
れ
か
ら
ふ

れ
る
西
川
長
夫
論
、
笠
井
潔
論
、
柄
谷
行
人
論
を
背
景
に
成
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
安
吾
研
究
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。 

 

西
川
長
夫
は
「
二
つ
の
『
日
本
文
化
私
観
』―

―

ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
と
坂
口
安

吾
」（
『
国
境
の
越
え
方
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
二
年
一
月
）
に
お
い
て
、
は
じ
め
て

タ
ウ
ト
の
『
日
本
文
化
私
観
』（
明
治
書
房
、
一
九
三
六
年
十
月
）
と
安
吾
の
テ
ク

坂
口
安
吾
「
日
本
文
化
私
観
」
試
論

―
― 

日
中
比
較
と
複
数
の
「
必
要
」
の
関
数
化
を
め
ぐ
っ
て 

―
―

萬　

田　

慶　

太
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ス
ト
を
比
較
し
た
。
西
川
は
タ
ウ
ト
に
文
化
相
対
主
義
の
萌
芽
を
感
じ
取
り
な
が

ら
も
、「
傲
慢
と
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
指
摘
す
る
。
西
川
は
「
文
化
は
交
流
す

る
」「
文
化
は
変
容
を
続
け
て
い
る
」「
模
倣
を
通
じ
て
発
見
へ
」「
文
化
と
は
生
活

の
問
題
で
あ
り
、
究
極
的
に
は
個
人
の
選
択
と
決
断
」
と
読
解
し
て
い
る
。 

 

笠
井
潔
は
「
第
四
の
選
択 

「
真
珠
」
と
「
日
本
文
化
私
観
」
」
（
「
現
代
思
想
」

一
九
九
〇
年
八
月
）
に
お
い
て
、「
真
珠
」（
「
文
藝
」
一
九
四
二
年
六
月
）
と
の
関

連
を
指
摘
し
、
保
田
與
重
郎
や
横
光
利
一
、
田
辺
元
な
ど
の
日
本
礼
賛
論
と
安
吾
の

隔
絶
を
論
じ
た
。 

柄
谷
行
人
は
「
日
本
文
化
私
観
に
つ
い
て
」（
『
坂
口
安
吾
と
中
上
健
次
』
太
田
出

版
、
一
九
九
六
年
二
月
）
に
お
い
て
、
安
吾
の
「
必
要
」
に
注
目
す
る
。
柄
谷
は
マ

ル
ク
ス
を
引
用
し
、「
宗
教
（
幻
想
）
の
反
対
物
は
非
宗
教
（
啓
蒙
主
義
）
で
は
な

い
、《
現
実
》
」
で
あ
り
、
そ
の
現
実
を
安
吾
は
「
必
要
」
と
し
た
と
論
じ
る
。
こ
こ

で
は
安
吾
の
「
必
要
」
は
カ
ン
ト
の
「
物
自
体
」
と
比
較
さ
れ
て
い
る
。 

西
川
論
が
提
出
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
、
笠
井
論
が
提
出
し
た
「
真
珠
」

や
戦
中
日
本
論
と
の
比
較
、
柄
谷
論
が
提
出
し
た
「
必
要
」
論
は
後
続
の
研
究
に
も

引
き
継
が
れ
る
。 

P
a
u
l
 
Z
i
e
g
l
e
r

は
「
二
つ
の
『
日
本
文
化
私
観
』
に
介
在
す
る
文
化
の
問
題
」

（
「
国
際
経
営
・
文
化
研
究
」
二
〇
〇
一
年
一
月
）
に
お
い
て
、
安
吾
の
タ
ウ
ト
へ

の
批
判
的
パ
ロ
デ
ィ
を
原
文
か
ら
綿
密
に
検
討
し
て
い
る
。 

 

花
田
俊
典
は
「
悲
願
に
つ
い
て―

―

坂
口
安
吾
「
日
本
文
化
私
観
」
再
考
」（
「
九

大
日
文
」
二
〇
〇
三
年
十
月
）
に
お
い
て
、
西
川
論
と
柄
谷
論
を
比
較
し
、
タ
ウ
ト

や
他
の
日
本
文
化
論
に
も
機
能
主
義
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
行
き
過
ぎ
を
非
難
す

る
言
説
を
見
出
す
。
安
吾
は
タ
ウ
ト
の
パ
ロ
デ
ィ
を
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
花
田
は

指
摘
し
、
安
吾
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
部
分
と
し
て
「
必
要
」
が
「
悲
願
」
と
さ
れ
た
時

美
学
に
な
る
構
造
を
分
析
す
る
。
花
田
は
大
東
亜
戦
争
肯
定
論
と
し
て
読
め
る
こ

と
を
認
め
な
が
ら
も
、「
も
し
そ
れ
が
「
悲
願
」
と
し
て
の
「
必
要
」
で
あ
る
な
ら

ば
」
と
い
う
「
条
件
」
を
課
し
た
と
論
じ
た
。 

 

昨
今
は
「
日
本
文
化
私
観
」
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
例
外
的
に
加
藤
達

彦
「
安
吾
と
タ
ウ
ト
の
想
像
力―

―

二
つ
の
「
日
本
文
化
私
観
」
を
め
ぐ
っ
て
」（
「
坂

口
安
吾
研
究
」
二
〇
一
六
年
三
月
）
は
、「
必
要
」
が
機
能
美
と
結
び
つ
く
こ
と
を

否
定
し
、「
美
の
内
容
を
変
更
」
し
た
と
論
じ
る
。
本
論
も
ま
た
、「
日
本
文
化
私
観
」

の
「
必
要
」
は
機
能
美
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

先
行
研
究
は
主
に
タ
ウ
ト
と
の
比
較
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
批
判
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
て
き
た
。
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
西
洋
思
想
の
共
犯
関
係
を
指
摘
す
る
西

川
論
は
強
力
だ
っ
た
。
結
局
、
西
川
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
日
本
人
の
セ
ル
フ

イ
メ
ー
ジ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
議
論
と
は
少

し
別
の
角
度
か
ら
論
じ
る
。 

ま
ず
、
本
論
で
は
日
本
論
を
取
り
巻
く
文
化
状
況
に
つ
い
て
、
現
代
の
文
脈
も
踏

ま
え
な
が
ら
論
じ
る
。
特
に
日
中
比
較
論
を
取
り
込
み
、
近
代
＝
西
洋
化
と
い
う
解

釈
に
異
を
唱
え
る
。
ま
た
、
日
本
の
近
代
文
化
は
西
洋
の
猿
真
似
で
あ
る
と
い
う
文

脈
も
強
調
し
な
い
。
近
代
を
多
国
間
の
翻
案
と
し
て
多
項
的
に
見
る
観
点
を
持
ち

込
む
。
次
に
、「
日
本
文
化
私
観
」
に
お
い
て
、
多
項
的
な
分
析
が
も
っ
と
も
必
要

と
さ
れ
る
百
メ
ー
ト
ル
走
に
つ
い
て
注
釈
す
る
。
本
論
の
目
的
は
注
釈
と
い
う
行

為
に
よ
っ
て
「
日
本
文
化
私
観
」
を
読
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
百
メ
ー
ト
ル
走
の
箇

所
は
先
行
研
究
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
小
菅
刑
務
所
」
と
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
工

場
」
、「
駆
逐
艦
」
の
あ
と
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
百
メ
ー
ト
ル
走
に
つ
い
て
注
釈
し

た
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
次
に
イ―

十
六
型
戦
闘
機
に
つ
い
て
注
釈
す
る
。
こ

の
箇
所
も
ま
た
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
最
後
に
注
釈
と
い
う
行
為
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に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
、
安
吾
に
と
っ
て
「
必
要
」
と
さ
れ
た
百
メ
ー
ト
ル
走
の

合
理
性
の
観
念
と
は
何
か
を
考
察
し
た
い 

 
二
、
日
本
論
の
文
化
状
況 

安
吾
は
「
日
本
文
化
私
観
」
に
お
い
て
、
東
京
で
タ
ウ
ト
が
講
演
し
た
時
の
こ
と

を
語
る
。
タ
ウ
ト
の
よ
う
な
知
識
人
は
世
俗
的
に
権
威
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
彼

ら
に
学
ぶ
大
衆
と
い
う
文
化
状
況
が
近
代
、
発
明
さ
れ
た
。
学
問
と
講
義
と
い
う
構

造
が
日
本
で
も
整
備
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
世
界
各
都
市
の
大
学
組
織
も
関

わ
っ
て
く
る
。
聴
衆
は
こ
う
描
写
さ
れ
る
。 

 

聴
衆
の
八
、
九
割
は
学
生
で
、
あ
と
の
一
、
二
割
が
建
築
家
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

東
京
の
あ
ら
ゆ
る
建
築
専
門
家
に
案
内
状
を
発
送
し
て
、
尚
そ
の
よ
う
な
結
果

で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
決
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
有
り
得
な
い
そ
う

だ
。
常
に
八
、
九
割
が
建
築
家
で
、
一
、
二
割
が
都
市
の
文
化
に
関
心
を
持
つ
市

長
と
か
町
長
と
い
う
名
誉
職
の
人
々
で
あ
り
、
学
生
な
ど
の
割
り
こ
む
余
地
は

な
い
は
ず
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

  

安
吾
は
日
本
の
知
的
資
本
へ
の
軽
視
を
語
る
。
夏
目
漱
石
も
ま
た
、「
現
代
日
本

の
開
化
」（
前
掲
）
に
お
い
て
、「
あ
な
た
方
は
講
演
よ
り
も
茶
菓
子
が
食
い
た
く
な

っ
た
り
酒
が
飲
み
た
く
な
っ
た
り
氷
水
が
欲
し
く
な
っ
た
り
す
る
」
と
怠
惰
な
聴

衆
に
ふ
れ
て
い
る（

３
）

。 

要
す
る
に
、
日
本
人
は
建
築
家
や
仏
教
家
で
あ
っ
て
も
、
社
会
に
出
て
就
職
す
る

と
勉
強
し
な
く
な
る
。
学
生
は
勉
強
す
る
が
、
暗
記
型
で
あ
り
、
思
想
的
で
な
い
。

こ
こ
で
参
照
す
べ
き
は
、
坂
口
安
吾
「
勉
強
記
」（
「
文
体
」
一
九
三
九
年
五
月
）
で

あ
る
。 

 

「
勉
強
記
」
に
お
い
て
、「
誰
で
も
無
試
験
で
入
学
で
き
る
学
校
の
印
度
哲
学
科
」

の
「
穏
良
な
坊
主
の
子
弟
」
の
間
に
栗
栖
按
吉
は
突
如
、
入
学
す
る
。
坊
主
の
子
弟

は
皆
、
大
学
に
入
る
と
髪
を
伸
ば
す
の
に
、
栗
栖
は
坊
主
頭
で
あ
る
。
先
生
は
「
喋

る
た
め
に
月
給
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、
教
え
る
た
め
に
月
給
を
も
ら
っ
て
」
い
な
い
。

栗
栖
は
「
先
生
の
言
葉
を
真
剣
に
き
い
て
い
る
生
徒
」
で
あ
る
が
、
先
生
の
話
す
こ

と
は
理
解
で
き
な
い
。
栗
栖
は
最
後
に
「
管
長
候
補
」
の
僧
侶
も
芸
者
遊
び
を
す
る

こ
と
に
「
割
り
切
れ
な
い
」
気
持
ち
に
な
る
。 

 

安
吾
の
日
本
仏
教
批
判
と
同
様
の
指
摘
を
現
代
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
の
が
、

井
上
章
一
『
京
都
ぎ
ら
い
』（
朝
日
新
書
、
二
〇
一
五
年
九
月
）
で
あ
る
。「
僧
、
芸

子
、
僧
、
芸
子…

…

と
、
か
わ
り
ば
ん
こ
に
す
わ
っ
て
」
お
り
、「
彼
ら
は
、
衆
人

環
視
の
な
か
で
、
誰
は
ば
か
る
こ
と
も
な
く
、
芸
子
た
ち
と
た
わ
む
れ
あ
っ
て
い
た
」

と
井
上
は
言
う
。
井
上
は
「
稚
児
愛
の
歴
史
が
わ
す
れ
さ
ら
れ
」
、「
聖
職
者
集
団
の

世
俗
化
を
達
成
」
さ
せ
た
と
そ
れ
を
肯
定
す
る
。
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
走
る
イ
ス
ラ
ム
圏

の
宗
教
心
と
比
較
し
、
「
あ
あ
い
う
ふ
う
に
、
あ
そ
び
ほ
う
け
て
い
る
あ
い
だ
は
、

信
仰
が
こ
わ
ば
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
」
と
井
上
は
言
う
。 

 

ま
た
、
同
時
に
井
上
は
安
吾
も
焦
点
を
当
て
た
「
龍
安
寺
の
石
庭
」
な
ど
の
建
築

物
に
つ
い
て
も
ふ
れ
る
。
安
吾
は
、「
龍
安
寺
の
石
庭
」
の
「
石
の
配
置
が
如
何
な

る
観
念
や
思
想
に
結
び
つ
く
か
も
問
題
で
は
な
い
」
と
言
う
。
芭
蕉
は
「
庭
を
で
て
、

大
自
然
の
な
か
に
自
家
の
庭
を
見
、
又
、
つ
く
っ
た
」
し
、「
大
雅
堂
は
画
室
を
持

た
な
か
っ
た
し
、
良
寛
に
は
寺
す
ら
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
」
と
安
吾
は
言
う
。
建

築
に
深
淵
な
意
図
を
見
よ
う
と
す
る
タ
ウ
ト
は
日
本
の
寺
院
を
見
誤
っ
て
い
る
。

寺
も
世
俗
的
な
理
由
か
ら
建
築
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

井
上
は
京
都
の
寺
院
建
築
物
に
つ
い
て
、「
拝
観
料
の
収
入
」
源
と
し
て
の
側
面
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を
指
摘
す
る
。
京
都
市
の
財
政
は
観
光
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
と
井
上
は
言
う
。

井
上
の
『
京
都
ぎ
ら
い
』
は
、
日
本
論
と
い
う
学
問
構
造
自
体
に
分
析
が
及
ば
ず
、

京
都
が
保
存
し
て
き
た
日
本
を
無
条
件
に
肯
定
す
る
姿
勢
を
批
判
し
た
。 

 

海
外
の
大
学
で
も
講
義
さ
れ
る
日
本
論
自
体
が
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
て
き

た
。
日
本
論
は
構
造
的
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
国
家
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
側
面
が

あ
る
。
新
戸
部
稲
造
『
武
士
道
』
（‟

B
U
S
H
I
D
O
U
,
 T
H
E
 S
O
U
L
 O
F
 J
A
P
A
N
‟
 
1
8
9
9
,
 

T
h
e
 L
e
e
d
s
 a
n
d
 B
i
d
d
l
e
 C
o
m
p
a
n
y

）
、
和
辻
哲
郎
『
風
土
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三

五
年
九
月
）
、
九
鬼
周
造
『
い
き
の
構
造
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
十
一
月
）
、

ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
『
菊
と
刀
』（‟

T
h
e
 C
h
r
y
s
a
n
t
h
e
m
u
m
 a
n
d
 t
h
e
 S
w
o
r
d
:
 

P
a
t
t
e
r
n
s
 
o
f
 
J
a
p
a
n
e
s
e
 
C
u
l
t
u
r
e
‟
 
1
9
4
6
,
 
H
o
u
g
h
t
o
n
 
M
i
f
f
l
i
n
 
C
o
m
p
a
n
y

）

な
ど
は
日
本
論
の
古
典
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
キ
リ
ス
ト
教
、

現
象
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
の
構
造
的
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
本
論
は
い
ず
れ
も
西
洋
に
対
照
可
能
な
日
本
文
化
の
美
的
側
面
を
語
る
。
そ

も
そ
も
国
語
教
科
書
が
表
現
し
て
い
る
、
日
本
の
近
代
化
は
西
洋
化
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
か
。
国
語
教
科
書
は
、
日
本
は
近
代
化
の
努
力
を
し
、
そ
の
た
め
に
多
く
を

犠
牲
に
し
た
と
い
う
物
語
を
作
っ
て
い
る
。
犠
牲
に
な
る
の
は
、
学
問
的
な
日
本
論

で
表
現
さ
れ
る
よ
き
日
本
文
化
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
は
戦
後
か
ら
八
十
年
代
の

日
本
バ
ブ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
投
影
さ
れ
た
。
こ
こ
で
い
う
近
代
化
と
は
全
く
西

洋
化
で
あ
り
、
多
く
の
日
本
人
が
列
強
に
追
い
つ
く
た
め
、
日
本
は
努
力
し
た
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ブ
ル
期
も
日
本
人
が
努
力
に
よ
っ
て
経
済
繁
栄
を
成
し
遂
げ

た
結
果
と
考
え
て
い
る
。 

し
か
し
、
実
際
に
は
現
在
生
き
て
い
る
多
く
の
人
々
が
歴
史
を
三
十
年
か
ら
五

十
年
程
度
し
か
知
ら
な
い
。
歴
史
は
実
感
を
伴
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
知
識
や
伝
聞

情
報
で
し
か
な
い
。
経
済
的
な
興
隆
な
ど
、
人
口
増
と
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、

個
人
の
努
力
に
よ
ら
ず
可
能
な
の
で
あ
り
、
近
代
日
本
に
し
ろ
、
バ
ブ
ル
期
の
日
本

に
し
ろ
、
日
本
人
が
努
力
し
た
と
い
う
の
は
物
語
に
過
ぎ
な
い
。
近
代
を
矛
盾
し
た

も
の
と
し
て
語
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
言
説
も
ま
た
近
代
的
努
力
を
前
提
に
す
る

発
想
と
共
犯
関
係
に
あ
る
。 

そ
も
そ
も
近
代
と
い
っ
た
観
念
自
体
が
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
と
い
う
の

が
実
情
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
神
現
象
学
』
（
原
著‟

D
i
e
 
P
h
ä
n
o
m
e
n
o
l
o
g
i
e
 

d
e
s
 
G
e
i
s
t
e
s
‟
1
8
0
7
,
V
e
r
l
a
g
 
J
o
s
e
p
h
 
A
n
t
o
n
 
G
o
e
b
h
a
r
d
t
.
 

樫
山
欽
四
郎
訳 

平
凡
社
、
一
九
九
七
年
六
月
、
七
月
）
や
『
歴
史
哲
学
講
義
』（
原
著‟

V
o
r
l
e
s
u
n
g
e
n
 

ü
b
e
r
 
d
i
e
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 
d
e
r
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
‟
1
8
3
7
,
v
o
n
 
D
r
.
 
E
d
u
a
r
d
 
G
a
n
s
 
.

長
谷
川
宏
訳 

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
六
月
、
八
月
）
で
想
定
し
て
い
た
近
代
や

民
主
主
義
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
領
邦
制
国
家
で
あ
り
、
都
市
と
大
学
の
書
物

に
よ
っ
て
浮
か
び
上
が
る
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ャ
語
を
フ
ラ
ン
ス

語
や
ド
イ
ツ
語
に
翻
案
す
る
こ
と
で
近
代
や
民
主
主
義
が
成
立
し
た
と
言
っ
て
い

い
。
そ
こ
で
は
広
大
な
植
民
地
を
有
し
て
い
な
が
ら
も
、
世
界
と
は
西
洋
を
意
味
す

る
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
近
代
が
地
球
全
体
に
広
が
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
無
謀
な
試
み
と
し
て
排
除
さ
れ
て
い
た
。
近
代
と
は
欲
望
の
重
ね
あ
い
で
あ

り
、
一
方
的
な
西
洋
化
で
は
な
い
。
近
代
と
は
生
成
変
化
で
あ
り
、
西
洋
と
東
洋
の

同
時
進
化
な
の
で
あ
る
。
特
に
東
ア
ジ
ア
の
近
代
は
単
純
な
植
民
地
化
で
な
い
複

雑
な
過
程
を
経
た
。
つ
ま
り
、
両
者
の
欲
望
が
混
ざ
り
合
い
、
む
し
ろ
欲
望
が
関
係

に
入
り
込
ん
で
か
ら
は
じ
め
て
生
じ
、
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
産
物
だ
と
言
え
る
。
西

洋
側
の
欲
望
も
ま
た
変
質
し
た
の
で
あ
る（

４
）

。 
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
日
本
論
に
問
題
提
起
を
し
て
い
る
の
が
、
與
那
覇
潤
『
中
国

化
す
る
日
本
』（
文
芸
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
五
月
）
で
あ
る
。
與
那
覇
は
日
本
の

近
代
を
西
洋
化
と
は
見
な
い
。
む
し
ろ
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
宋
代
（
近
世
）
の
中
華
秩
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序
に
あ
っ
た
と
し
、
日
本
史
を
江
戸
時
代
化
と
中
国
化
の
二
分
極
で
見
る
。
宋
は
貴

族
制
度
を
全
廃
し
、
科
挙
に
よ
る
登
用
制
を
敷
い
た
。
こ
れ
は
あ
る
種
の
平
等
主
義

と
言
え
る
。
そ
し
て
、
宋
は
地
方
豪
族
が
権
力
を
握
り
や
す
い
封
建
制
を
廃
し
、
中

央
か
ら
官
僚
を
派
遣
す
る
郡
県
制
を
敷
い
た
。
統
治
形
態
の
み
を
見
れ
ば
、
現
代
の

日
本
も
中
国
も
宋
代
と
あ
ま
り
違
い
は
な
い
。
與
那
覇
の
提
唱
し
た
近
世
に
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
見
る
発
想
は
、
日
本
史
を
単
純
な
西
洋
化
と
見
る
観
点
か
ら
は

画
期
的
で
あ
る
。 

安
吾
は
「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
、
隠
岐
和
一
に
「
京
都
で
何
が
見
た
い
か
？
」

と
問
わ
れ
、「
祇
園
の
舞
妓
と
猪
だ
と
ウ
ッ
カ
リ
答
え
て
」
し
ま
う
。
京
都
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
浮
か
ん
だ
の
が
舞
妓
で
あ
っ
た
。
舞
妓
に
は
児
童
買
春
と
の
批
判
が
さ

れ
つ
つ
も
、
い
ま
だ
日
本
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
根
強
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
。 舞

妓
を
安
吾
は
吉
原
文
学
に
描
か
れ
た
よ
う
な
「
特
別
の
教
養
を
仕
込
ま
れ
て

い
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
ん
な
も
の
は
微
塵
も
な
」
い
と
言
う
。「
タ
ー
キ

ー
と
オ
リ
エ
」
と
い
う
レ
ビ
ュ
ー
の
ス
タ
ー
の
ミ
ー
ハ
ー
で
し
か
な
い
。 

こ
こ
で
比
較
と
し
て
提
出
さ
れ
る
の
が
中
国
の
「
盲
妹
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に

し
か
安
吾
の
日
中
比
較
が
見
出
せ
る
場
所
は
な
い
。「
盲
妹
」
は
中
国
の
都
市
伝
説

で
あ
る
。「
盲
妹
」
は
「
小
さ
い
う
ち
に
盲
に
し
て
」
娼
婦
に
す
る
と
言
う
。「
支
那

人
の
や
る
こ
と
は
、
あ
く
ど
い
が
、
徹
底
し
て
い
る
」
と
安
吾
は
言
う
。
中
国
は
安

吾
に
は
封
建
制
が
敷
か
れ
て
い
る
国
と
し
て
ゴ
ア
な
イ
メ
ー
ジ
を
さ
れ
て
い
る
。

中
国
の
封
建
制
を
日
本
と
同
根
だ
が
、
も
っ
と
徹
底
し
た
も
の
と
安
吾
は
見
て
い

る
。
封
建
制
下
の
女
性
人
権
無
視
が
安
吾
に
と
っ
て
は
恋
愛
関
係
に
合
理
的
で
あ

る
ら
し
い
。 

近
代
と
は
多
国
間
の
翻
案
で
あ
り
、
純
粋
な
西
洋
化
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
近
代

化
と
い
う
目
標
も
多
く
の
国
家
に
よ
っ
て
異
な
る
。
近
代
と
は
何
を
意
味
す
る
の

だ
ろ
う
。
国
民
皆
教
育
、
議
会
の
成
立
、
共
通
言
語
、
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
各
種

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
軍
隊
、
政
治
的
平
等
性
。
そ
れ
ぞ
れ
の
重
み
の
置
き
方
が
各
国
文

化
圏
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

 

二
〇
二
〇
年
代
の
中
国
は
近
代
化
を
Ｉ
Ｔ
技
術
を
利
用
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
多
く
の
日
本
人
が
現
在
、「
中
国
は
昔
の
日
本
で
あ
り
、
日
本
の
バ
ブ

ル
の
歴
史
を
繰
り
返
し
つ
つ
あ
る
」
と
怨
恨
ま
じ
り
に
語
る
。
国
語
教
科
書
も
一
度

は
西
洋
化
を
成
し
遂
げ
た
国
と
し
て
日
本
を
語
る
。
し
か
し
、
歴
史
が
多
国
間
の
翻

案
で
あ
り
、
直
線
的
で
な
い
以
上
、
同
じ
歴
史
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

日
本
の
一
九
八
〇
年
代
の
バ
ブ
ル
景
気
は
経
済
学
に
お
い
て
は
古
典
的
課
題
で
あ

り
、
も
う
同
質
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は
常
識
と
し
て
起
き
な
い
。
中
国
経
済
が
凋
落
す
る

か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
日
本
と
同
様
の
事
態
で
は
な
い
。
文
化
の
分
析
は

直
線
的
で
は
な
く
、
多
項
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
中
は
単
純
比
較
で
は
分
析

で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
、
日
本
論
の
現
状
を
導
入
す
る
こ
と
で
日
中
比
較
の
観
点
か
ら
「
日
本
文
化

私
観
」
が
提
出
し
て
い
る
問
題
を
析
出
し
た
。
国
語
教
科
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
日
本
文
化
私
観
」
の
読
解
は
、
多
項
的
な
近
代
の
分
析
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
次
は
、
そ
の
よ
う
な
近
代
の
多
項
的
な
分
析
が
も
っ
と
も

「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
噴
出
し
た
百
メ
ー
ト
ル
走
に
つ
い
て
注
釈
し
よ
う
。 

 

三
、
百
メ
ー
ト
ル
走
の
英
雄
オ
ー
エ
ン
ス 

 

安
吾
は
「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
「
小
菅
刑
務
所
」
と
「
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
工
場
」
、

「
駆
逐
艦
」
の
美
を
「
懐
か
し
い
よ
う
な
気
持
ち
」
で
眺
め
る
。「
ほ
か
の
ど
の
よ

う
な
旧
来
の
観
念
も
、
こ
の
必
要
の
や
む
べ
か
ら
ざ
る
生
成
を
は
ば
む
力
と
は
成
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り
得
な
か
っ
た
」
と
安
吾
は
言
う
。
他
人
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
な
い
が
、
当
事
者

に
と
っ
て
は
必
要
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
「
必
要
」
を
安
吾
は
想
定
し
た
。 

「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
「
必
要
」
の
多
項
性
が
顕
著
に
現
れ
る
の
が
、
そ
の

後
の
百
メ
ー
ト
ル
走
の
部
分
だ
。 

 
 

 
 

百
米
を
疾
走
す
る
オ
ウ
エ
ン
ス
の
美
し
さ
と
二
流
選
手
の
動
き
に
は
、
必
要

に
応
じ
た
完
全
な
る
動
き
の
美
し
さ
と
、
応
じ
切
れ
な
い
ギ
ゴ
チ
な
さ
の
相
違

が
あ
る
。
僕
が
中
学
生
の
頃
、
百
米
の
選
手
と
い
え
ば
、
痩
せ
て
、
軽
く
て
、
足

が
長
く
て
、
ス
マ
ー
ト
の
身
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
極
ま
っ
て
い
た
。
ふ
と
っ

た
重
い
男
は
専
ら
投
擲
の
方
へ
廻
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
の
片
隅
で
砲
丸
を
担
い

だ
り
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
廻
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
本
へ
も
来
た
こ
と
の
あ
る

パ
ド
ッ
ク
だ
の
シ
ム
プ
ソ
ン
の
頃
ま
で
は
、
そ
う
だ
っ
た
。
メ
ト
カ
ル
フ
だ
の
ト

ー
ラ
ン
が
現
れ
た
頃
か
ら
、
短
距
離
に
は
重
い
身
体
の
加
速
度
が
最
後
の
条
件

で
あ
る
と
訂
正
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
な
身
体
は
中
距
離
の
方
へ
廻
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

「
オ
ウ
エ
ン
ス
」
は
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
黒
人
選
手
と
し

て
出
場
し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
エ
ン
ス
（
一
九
一
三―
一
九

八
〇
、
ア
メ
リ
カ
）
で
あ
る
。「
パ
ド
ッ
ク
」
は
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
パ
ド
ッ
ク
（
一

九
〇
〇―

一
九
四
三
、
ア
メ
リ
カ
）
と
い
う
陸
上
選
手
で
あ
る
。
パ
ド
ッ
ク
は
オ
ー

エ
ン
ス
に
も
影
響
を
与
え
た
前
世
代
の
百
メ
ー
ト
ル
走
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
パ

ド
ッ
ク
は
一
九
二
〇
年
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
一
九
二
四
年
の
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
百
メ
ー
ト
ル
走
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。「
シ
ム
プ
ソ
ン
」

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ン
プ
ソ
ン
（
一
九
〇
八―

一
九
六
一
、
ア
メ
リ
カ
）
と
い
う
陸

上
選
手
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ソ
ン
は
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
百
メ
ー
ト
ル
走
４
位
の
成
績
を
残
し
た
。「
メ
ト
カ
ル
フ
」
は
ラ
ル
フ
・
メ
ト

カ
ー
フ
（
一
九
一
〇―

一
九
七
八
、
ア
メ
リ
カ
）
と
い
う
陸
上
選
手
で
あ
る
。
一
九

三
二
年
か
ら
一
九
三
四
年
ま
で
は
世
界
記
録
保
持
者
だ
っ
た
。
メ
ト
カ
ー
フ
は
黒

人
で
あ
り
、
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
一
九
三
六
年
の

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
百
メ
ー
ト
ル
走
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。「
ト

ー
ラ
ン
」
は
エ
デ
ィ
・
ト
ー
ラ
ン
（
一
九
〇
八―

一
九
六
七
、
ア
メ
リ
カ
）
と
い
う

陸
上
選
手
で
あ
る
。
ト
ー
ラ
ン
は
黒
人
で
あ
り
、
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
百
メ
ー
ト
ル
走
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ア

メ
リ
カ
の
ス
タ
ー
陸
上
選
手
で
あ
る（

５
）

。 

 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
ア
メ
リ
カ
の
優
勝
は
決
定
的
で
、
注
目
さ
れ
た

の
は
白
人
種
と
黒
人
種
ど
ち
ら
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
安
吾
は
人
種
言
説
を
割
断
し
、
体
形
に
注
目
す
る
。
安
吾
は
「
パ
ド
ッ
ク
だ
の

シ
ム
プ
ソ
ン
の
頃
ま
で
」
は
、「
ス
マ
ー
ト
の
身
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
極
ま
っ

て
い
た
」
と
言
う
。
安
吾
は
「
オ
ウ
エ
ン
ス
」
と
「
メ
ト
カ
ル
フ
」
と
「
ト
ー
ラ
ン
」

の
頃
か
ら
、「
短
距
離
に
は
重
い
身
体
の
加
速
度
が
最
後
の
条
件
で
あ
る
と
訂
正
さ

れ
」
た
と
言
う
。 

 

安
吾
が
挙
げ
た
陸
上
選
手
の
身
長
体
重
を
比
較
し
て
み
よ
う
。「
痩
せ
て
、
軽
く

て
、
足
が
長
」
い
と
さ
れ
た
シ
ン
プ
ソ
ン
は
１
８
０
㎝
７
５
㎏
、
パ
ド
ッ
ク
は
１
７

２
㎝
７
５
㎏
で
あ
る
。「
重
い
身
体
の
加
速
度
」
が
重
要
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
時

代
の
オ
ー
エ
ン
ス
は
１
７
８
㎝
７
１
㎏
、
メ
ト
カ
ー
フ
は
１
８
０
ｃ
ｍ
８
２
㎏
、
ト

ー
ラ
ン
は
１
７
０
㎝
６
５
㎏
で
あ
る（

６
）

。
身
長
体
重
だ
け
で
比
較
す
る
と
安
吾
の
分

析
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
選
手
た
ち
は
理
想
的
な
体
形
で
あ
り
、
特
別
太
っ
て
い
る
よ

う
に
は
見
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
選
手
の
重
い
身
体
と
百
メ
ー
ト
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ル
走
の
選
手
の
ス
マ
ー
ト
な
身
体
は
比
較
に
な
ら
な
い
。 

 
こ
の
部
分
は
安
吾
の
印
象
批
評
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
源
は
記
録
映
画
や

新
聞
の
写
真
だ
ろ
う
。
ま
た
、
安
吾
の
体
育
教
練
へ
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
も
関
係
し
て

い
る
。 

 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
の
映
画
『
オ
リ
ン

ピ
ア
』（L

e
n
i
 R
i
e
f
e
n
s
t
a
h
l
,
 A
p
r
i
l
 1
9
3
8
,
 O
l
y
m
p
i
a
 F
i
l
m

）
で
有
名
で
あ
る
。

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ナ
チ
ス
政
権
の
国
威
発
揚
に
使
わ
れ
た
。
百
メ
ー
ト

ル
走
は
目
玉
競
技
と
な
り
、
オ
ー
エ
ン
ス
の
走
り
は
大
衆
を
魅
了
し
た
。 

 

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ア
カ
デ
ミ
ー
編
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
典
』
（
ぽ
る
ぷ
出
版
、

一
九
八
四
年
一
月
）
の
「
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
項
目
は
、「
別
名
「
ナ

チ
ス
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
い
わ
れ
た
が
、
良
く
も
悪
し
く
こ
の
大
会
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
う
形
式
の
も
の
が
最
高
度
に
花
開
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
言

う
。
特
に
オ
ー
エ
ン
ス
は
「
大
会
の
生
ん
だ
英
雄
」
と
呼
ば
れ
、「
１
０
０
ｍ
、
２

０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
走
り
幅
跳
び
に
４
個
の
金
メ
ダ
ル
を
安
々
と
獲
得
し

た
」
と
記
述
さ
れ
る
。 

 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
で
あ
る
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ル
著
、
田
島

直
人
訳
『
ナ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』（
原
著‟

T
h
e
 N
a
z
i
 O
l
y
m
p
i
c
s
‟
1
9
7
1
,
M
a
c
M
i
l
l
a
n
 

P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
y
.
 

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
六
年
三
月
）
に

お
い
て
は
、
当
時
百
メ
ー
ト
ル
走
の
「
一
〇
・
三
秒
の
世
界
タ
イ
記
録
保
持
者
が
三

人
」
お
り
、「
前
回
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
ラ
ル
フ
・
メ
ト
カ
ル
フ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
ベ
ル
ガ
ー
」
、
オ
ー
エ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
オ
ー
エ
ン
ス
は
決
勝
戦
で

「
一
〇
・
二
秒
と
い
う
世
界
新
記
録
を
だ
し
た
」
が
、「
結
果
的
に
そ
の
記
録
は
追

風
と
い
う
こ
と
で
、
公
式
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
言
う
。 

 

後
世
の
書
物
で
は
オ
ー
エ
ン
ス
は
ナ
チ
ス
の
野
望
を
ス
ポ
ー
ツ
で
打
ち
破
っ
た

英
雄
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
彼
は
世
界
中
の
足
が
速
い
少
年
少
女
た
ち
の
伝
説
に

な
っ
た
。
子
供
向
け
の
絵
本
で
あ
る
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
リ
ン
ゲ
ー
ム
著
、
古
川
哲
史
訳

『
走
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と―

―

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト 

ジ
ェ
シ
ー
・
オ
ー
エ
ン

ス

の

物

語

―
―

』
（

原

著

‟
J
e
s
s
e
 

O
w
e
n
s
:
 

I
 

A
l
w
a
y
s
 

L
o
v
e
d
 

R
u
n
n
i
n
g
‟
2
0
1
1
,
E
n
s
l
o
w
 P
u
b
 I
nc
.
 

晃
洋
書
房
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
に
お
い
て

は
、「
独
裁
者
の
野
望
を
く
じ
く
」
な
ど
の
見
出
し
で
、
黒
人
奴
隷
を
先
祖
に
持
つ

オ
ー
エ
ン
ス
が
人
種
迫
害
政
策
の
続
く
ド
イ
ツ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
を

表
象
す
る
。
ま
た
、
晩
年
の
裁
判
や
結
婚
を
認
め
て
も
ら
え
な
か
っ
た
逸
話
も
紹
介

し
て
い
る
。 

 

一
方
、
オ
ー
エ
ン
ス
自
身
に
は
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
懐
か
し
む
逸
話
も

残
さ
れ
て
い
る
。
武
田
薫
『
増
補
改
訂 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
大
会 

人
と
時
代
と
夢

の
物
語
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
九
年
八
月
）
に
お
い
て
は
、「
ヒ
ト
ラ
ー
は
オ

ー
エ
ン
ス
と
握
手
を
せ
ず
に
引
き
揚
げ
た
と
伝
わ
る
が
、
オ
ー
エ
ン
ス
自
身
は
「
彼

は
私
が
手
を
振
る
と
手
を
振
っ
て
く
れ
た
」
と
語
り
、
町
で
は
子
供
た
ち
や
市
民
た

ち
か
ら
握
手
や
サ
イ
ン
攻
め
に
あ
っ
た
」
と
言
う
。「
む
し
ろ
、
合
衆
国
大
統
領
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
か
ら
は
祝
電
も
届
か
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
か

れ
る
こ
と
も
な
く
、
祖
国
の
陸
連
か
ら
は
何
一
つ
栄
誉
を
与
え
ら
れ
ず
、〈
黒
人
専

用
〉
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
こ
と
は
オ
ー
エ
ン
ス

に
と
っ
て
不
満
だ
っ
た
。「
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
の
オ
ー
エ
ン
ス
に
と
っ
て
、
ベ
ル

リ
ン
は
最
高
の
舞
台
で
あ
っ
た
」
と
言
う
。
白
人
種
の
優
秀
性
を
ナ
チ
ス
政
権
が
主

張
し
よ
う
と
、
ア
メ
リ
カ
の
陸
上
競
技
の
勝
利
を
ド
イ
ツ
の
大
衆
は
知
っ
て
い
た
。 

 

オ
ー
エ
ン
ス
の
記
憶
と
ド
イ
ツ
大
衆
の
熱
狂（

７
）

に
も
関
わ
ら
ず
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
内

心
で
は
黒
人
選
手
の
金
メ
ダ
ル
を
祝
福
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ト
・
ク
ラ
イ
ラ
ー
ジ
著
、
高
儀
進
訳
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
９
３
６ 

ナ
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チ
の
競
技
』
（
原
著‟

N
a
z
i
 G
a
m
e
s:
 T
h
e
 O
l
y
m
p
i
cs
 o
f
 1
9
3
6
‟
2
0
07
,
W
 W
 N
o
r
t
o
n
 

&
 C
o
 I
n
c
;
 A
n
no
t
a
t
e
d
.
 

白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
七
月
）
に
お
い
て
は
、
以
下
の

よ
う
な
ナ
チ
ス
政
権
の
発
言
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

  

ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ペ
ー
ア
に
よ
れ
ば
、
黒
人
が
い
く
つ
も
の
種
目
で
優
勝
し
た

の
は
、
彼
ら
に
特
に
強
靭
な
肉
体
を
与
え
た
「
密
林
の
遺
伝
形
質
」
の
お
か
げ
だ

と
ヒ
ト
ラ
ー
は
信
じ
て
い
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
ま
た
、
黒
人
は
「
人
種
的
に
有
利
に

条
件
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
」
、
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
除
外
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
も
、
シ
ュ
ペ
ー
ア
に
語
っ
た
。（
中
略
）
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
は
ド
イ
ツ
の
新

聞
に
、
黒
人
選
手
の
感
情
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
と
い
う
指
示
を
出
し
た
も
の

の
、
内
心
で
は
、
黒
人
選
手
が
ベ
ル
リ
ン
に
い
る
こ
と
に
強
い
不
快
感
を
抱
い
て

い
た
。
彼
は
日
記
の
中
で
、
オ
ー
エ
ン
ス
が
百
メ
ー
ト
ル
競
走
で
優
勝
し
た
日
は

「
白
人
種
に
と
っ
て
屈
辱
の
日
」
で
、
ア
メ
リ
カ
選
手
団
は
「
恥
じ
入
る
べ
き
だ
」

と
書
い
た
。
そ
し
て
の
ち
に
、
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
に
対
し
、
ベ
ル

リ
ン
大
会
の
映
画
か
ら
オ
ー
エ
ン
ス
を
撮
っ
た
フ
ィ
ル
ム
を
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ

せ
よ
う
と
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。 

  

ホ
ス
ト
と
し
て
の
義
務
と
ド
イ
ツ
の
大
衆
の
熱
狂
か
ら
、
公
に
は
ナ
チ
ス
政
権

は
黒
人
選
手
を
歓
待
し
た
。
し
か
し
、
日
記
や
発
言
の
記
録
な
ど
で
は
、
あ
か
ら
さ

ま
に
差
別
し
て
い
た
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ー
エ
ン
ス
の
フ
ォ
ー
ム
が
理
想

的
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
く
、
安
吾
は
ド
イ
ツ
の
大
衆
と
同
様
に
熱
狂
し
、

そ
こ
に
「
必
要
」
を
見
出
し
た
。「
日
本
文
化
私
観
」
に
お
い
て
は
、
人
種
言
説
が

切
断
さ
れ
、
体
形
の
美
学
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
「
日
本
文
化
私
観
」

に
お
け
る
黒
人
言
説
で
あ
っ
た
。
で
は
、
次
に
安
吾
が
ふ
れ
て
い
る
「
イ―

十
六
型

戦
闘
機
」
に
つ
い
て
の
注
釈
に
う
つ
ろ
う
。 

 
 

四
、
鹵
獲
さ
れ
た
「
イ―

十
六
型
戦
闘
機
」 

戦
闘
機
に
関
し
て
、
安
吾
は
「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 

 

い
つ
か
、
羽
田
飛
行
場
へ
で
か
け
て
、
イ―

十
六
型
戦
闘
機
を
見
た
が
、
飛
行

場
の
左
端
に
姿
を
現
し
た
か
と
思
う
う
ち
に
右
端
へ
飛
去
り
、
呆
れ
果
て
た
速

力
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
日
本
の
戦
闘
機
は
格
闘
性
に
重
点
を
置
き
、
速
力
を
二

の
次
に
す
る
か
ら
、
速
さ
の
点
で
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
イ―

十
六
は
胴
体
が
短

く
、
ず
ん
ぐ
り
太
っ
て
い
て
、
ド
ッ
シ
リ
し
た
重
量
感
が
あ
り
、
近
代
化
の
百
米

選
手
の
体
格
の
条
件
に
全
く
良
く
当
て
は
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト

な
所
は
微
塵
も
な
く
、
あ
く
ま
で
不
格
好
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
質
量

の
加
速
度
に
よ
っ
て
風
を
切
る
速
力
的
な
美
し
さ
は
、
ス
マ
ー
ト
な
旅
客
機
な

ど
の
比
較
に
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。 

 
 

見
た
と
こ
ろ
の
ス
マ
ー
ト
だ
け
で
は
、
真
に
美
な
る
物
と
は
な
り
得
な
い
。
す

べ
て
は
、
実
質
の
問
題
だ
。 

  

「
イ―

十
六
型
戦
闘
機
」
と
は
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
鹵
獲
さ
れ
た
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
の
Ｉ―

１
６
戦
闘
機
の
こ
と
で
あ
る
。
安
吾
は
日
本
と
西
洋
の
み
な
ら
ず
、
日
本

と
ソ
連
の
比
較
ま
で
行
う
。
雑
文
で
書
き
つ
く
す
安
吾
は
裏
付
け
ら
れ
た
資
料
に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
美
学
的
に
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
百
メ
ー
ト
ル
走
と
戦
闘
機

を
接
続
し
て
し
ま
う
強
引
さ
か
ら
も
そ
れ
は
う
か
が
え
る
。 

 

第
二
次
大
戦
初
期
の
戦
闘
機
は
、
複
葉
機
か
ら
単
葉
機
に
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
っ
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た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
ｂ
ｆ―

１
０
９
の
成
功
か
ら
、
重
戦
闘
機
に
移
行
し
つ
つ
あ

っ
た
。
空
中
で
の
旋
回
を
用
い
た
格
闘
戦
を
得
意
と
す
る
軽
戦
闘
機
に
対
し
、
重
戦

闘
機
と
は
直
線
的
な
最
高
速
度
を
求
め
る
一
撃
離
脱
戦
法
に
徹
し
た
戦
闘
機
の
こ

と
で
あ
る
。
重
戦
闘
機
は
各
国
で
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

Ｉ―

１
６
戦
闘
機
の
情
報
を
『
世
界
の
傑
作
機
№
１
３
３ 

ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
Ｉ

―

１
６
』（
文
林
堂
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
か
ら
引
用
す
る
。
Ｉ―

１
６
戦
闘
機
は

ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
設
計
局
に
よ
り
、
開
発
さ
れ
た
。
ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
は
政
治
的
な
罪
で

逮
捕
さ
れ
て
い
た
が
、
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
の
元
、
戦
闘
機
の
設
計
を
開
始
す
る
。
複
葉

軽
戦
闘
機
の
Ｉ―

１
５
と
同
時
開
発
さ
れ
、
Ｉ―

１
６
は
重
戦
闘
機
と
し
て
設
計

さ
れ
た
。
格
闘
戦
を
Ｉ―

１
５
が
、
高
速
の
一
撃
離
脱
を
Ｉ―

１
６
が
担
当
す
る
戦

術
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
Ｉ―

１
６
は
生
産
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
戦
争
に
義
勇
軍

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
中
戦
争
に
も
貸
与
と
い
う
形
で
投
入
さ
れ
た
。
Ｉ

―

１
６
が
も
っ
と
も
活
躍
し
た
の
は
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
お
い
て
で
あ
る
。
独
ソ

戦
に
も
投
入
さ
れ
た
が
、
Ｉ―

１
６
は
既
に
老
朽
化
し
て
い
た
。
各
型
式
に
よ
っ
て

最
大
速
度
は
違
う
が
、
高
度
３
０
０
０
ｍ
を
時
速
４
３
０
㎞
以
上
で
飛
行
で
き
た
。

当
時
と
し
て
は
高
速
で
あ
る
。 

 

安
吾
は
「
日
本
の
戦
闘
機
は
格
闘
性
に
重
点
を
置
き
、
速
力
を
二
の
次
に
す
る
」

が
、「
イ―

十
六
は
胴
体
が
短
く
、
ず
ん
ぐ
り
太
っ
て
い
て
、
ド
ッ
シ
リ
し
た
重
量

感
が
あ
り
、
近
代
化
の
百
米
選
手
の
体
格
の
条
件
」
と
同
じ
だ
と
言
う
。
Ｉ―

１
６

は
全
長
５
．
９
ｍ
ほ
ど
で
日
本
の
軽
戦
闘
機
と
比
べ
、
太
く
短
い
ス
タ
イ
ル
を
し
て

い
る
。
鹵
獲
さ
れ
た
Ｉ―

１
６
の
写
真
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
（
写
真
１
参
照
。
） 

 

重
戦
闘
機
の
設
計
は
速
度
を
求
め
、
大
馬
力
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
す
る
の
で
、
質

量
は
軽
戦
闘
機
よ
り
重
く
な
る
。
し
か
し
、「
質
量
の
加
速
度
」
が
発
生
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
降
下
性
能
は
よ
く
な
る
が
加
速
性
能
は
上
昇
し
な
い
。 

 

「
胴
体
が
短
く
、
ず
ん
ぐ
り
太
っ
て
い
」
る
Ｉ―

１
６
の
設
計
は
、
空
気
抵
抗
の

観
点
か
ら
採
用
さ
れ
た
。
ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
は
「
大
出
力
エ
ン
ジ
ン
の
小
さ
な
飛
行
機
」

を
求
め
た
。
鳥
養
鶴
雄
は
「
回
想
の
中
の
プ
ロ
ペ
ラ
戦
闘
機
、
Ｉ―

１
５
と
Ｉ―

１

６
」（
『
世
界
の
傑
作
機
№
１
３
３ 

ポ
リ
カ
ル
ポ
フ
Ｉ―

１
６
』
前
掲
）
に
お
い
て
、

「
胴
体
の
空
気
抵
抗
は
ズ
ン
グ
リ
し
て
い
る
ほ
う
が
小
さ
い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
風
洞
実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、「
短
い
ほ
う
が
表
面
積
が
小

さ
く
な
り
、
摩
擦
抵
抗
が
小
さ
く
な
る
か
ら
」
で
あ
る
。
胴
体
の
長
さ
の
切
り
詰
め

は
日
本
の
戦
闘
機
雷
電
で
も
採
用
さ
れ
た
思
想
で
あ
る
。
一
方
で
ス
マ
ー
ト
な
形

の
戦
闘
機
は
「
プ
ロ
ペ
ラ
の
後
流
の
縮
流
域
に
あ
る
胴
体
の
環
境
は
風
洞
試
験
と

条
件
が
異
な
っ
て
」
お
り
、「
空
冷
星
型
エ
ン
ジ
ン
の
直
径
に
合
わ
せ
、
ギ
リ
、
ギ

リ
に
細
く
す
る
こ
と
が
必
要
」
な
こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。 

 

当
時
、
ソ
連
の
戦
闘
機
Ｉ―

１
６
に
は
日
本
国
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ

っ
た
よ
う
だ
。
鳥
養
は
一
九
三
九
年
鹵
獲
さ
れ
た
Ｉ―

１
６
を
靖
国
神
社
で
目
撃

し
、「
「
こ
ん
な
ヒ
コ
ー
キ
に
日
本
の
戦
闘
機
が
負
け
る
わ
け
が
な
い
。
Ｉ―

１
６
は

ベ
ニ
ヤ
板
で
作
ら
れ
て
る
の
だ
。
な
に
し
ろ
ロ
シ
ア
で
は
日
本
で
は
弁
当
箱
に
も

使
わ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
が
つ
く
れ
な
い
の
だ
」
と
教
え
ら
れ
た
」
と
言

う
。
Ｉ―

１
６
は
モ
ノ
コ
ッ
ク
構
造
の
木
金
混
製
と
い
う
大
戦
初
期
の
戦
闘
機
の

特
徴
を
残
し
て
い
た
。 

 
渡
辺
一
英
、
野
村
泰
共
著
『
世
界
の
戦
闘
機
』（
航
空
時
代
社
、
一
九
四
四
年
五

月
）
は
、
同
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
ｂ
ｆ―

１
０
９
を
重
戦
闘
機
と
し
て
称
賛
す
る
。

一
方
で
、
重
戦
闘
機
の
開
発
は
失
敗
す
る
こ
と
が
多
い
と
ふ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
ｐ―

４
０
を
「
世
界
一
弱
い
戦
闘
機
」
と
け
な
す
。
Ｉ―

１
６
は
写
真
付
き
で
掲
載
さ
れ
、

「
軽
金
属
の
骨
格
に
合
板
モ
ノ
コ
ッ
ク
製
の
胴
体
、
羽
布
張
り
の
主
翼
と
云
ふ
一
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風
変
わ
っ
た
も
の
」
だ
と
言
う
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
つ
い
て
は
、

「
水
平
速
度
や
火
力
に
つ
い
て
は
我
に
遥
か
に
勝
つ
て
ゐ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
我
が
九
七
戦
闘
機
は
、
軽
戦
機
と
し

て
独
特
の
適
度
な
速
度
と
卓
抜
せ
る
上
昇
力
と
、
運
動
力
と
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
し
か
も
先
天
的
に
軽
戦
の
戦
闘
技
術
を
持

つ
操
縦
者
を
得
て
、
執
拗
な
巴
戦
に
誘
ひ
込
ん
で
は
近
距
離
よ

り
す
る
的
確
な
射
撃
を
以
て
常
に
勝
を
制
し
た
の
で
あ
つ
た
」

と
言
う
。
ま
た
、
重
戦
闘
機
の
時
代
を
認
め
つ
つ
も
、「
速
度
偏

重
主
義
の
戦
闘
機
が
、
極
度
に
総
合
性
能
を
重
視
し
て
完
成
し

た
軽
戦
と
の
戦
闘
で
、
案
外
に
手
痛
い
損
害
を
被
る
」
と
言
う
。

ま
た
、
日
本
も
重
戦
闘
機
の
開
発
に
踏
み
切
っ
て
い
る
こ
と
を
語
る
。 

 

枢
軸
国
の
戦
闘
機
を
ほ
め
、
連
合
国
の
戦
闘
機
を
け
な
す
言
説
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
航
空
戦
に
つ
い
て
は
、
現
代
で
も
ソ
連
と
日
本
ど
ち
ら

か
が
勝
利
し
た
か
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
日
本
の
関
東
軍
は
撤
退
し

た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
日
本
が
か
な
り
損
害
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
噂
は
伝
わ

り
、「
日
本
文
化
私
観
」
で
も
婉
曲
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
安
吾
の
Ｉ―

１

６
の
比
較
対
象
は
、
日
本
の
軽
戦
闘
機
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
な
旅
客
機
」
に
移
る
。
要

す
る
に
、
安
吾
は
ソ
連
と
い
う
共
産
国
が
ス
マ
ー
ト
さ
の
実
感
を
裏
切
る
「
必
要
」

を
提
示
し
、
美
的
に
優
れ
て
い
る
と
言
い
た
い
の
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
日
本
文
化
私
観
」
の
百
メ
ー
ト
ル
走
と
戦
闘
機
に
つ
い
て
注
釈
し

た
。
最
後
に
、
百
メ
ー
ト
ル
走
を
早
く
走
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
技
術
が
必
要

と
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
合
理
的
な
関
数
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
、
検
討
す
る
。
そ
こ

か
ら
安
吾
の
思
想
を
考
察
し
た
い
。 

 

五
、
結
論―

―

複
数
の
「
必
要
」
の
関
数
化―

―
 

本
論
で
は
、
ま
ず
日
本
論
の
現
代
的
状
況
を
検
討
し
、
多
国
間
の
翻
案
と
多
項
分

析
が
必
要
な
こ
と
を
示
し
た
。
次
に
百
メ
ー
ト
ル
走
の
ス
タ
ー
、
オ
ー
エ
ン
ス
に
つ

い
て
注
釈
し
た
。
安
吾
は
百
メ
ー
ト
ル
走
に
必
要
な
身
体
に
つ
い
て
黒
人
言
説
を

分
割
し
、
体
形
の
美
学
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
Ｉ―

１
６
戦
闘
機
に
つ
い
て
注
釈
し
た
。
Ｉ―

１
６
戦
闘
機
は
特
異
な
形
態
を
し
て
お

り
、
ソ
連
と
い
う
共
産
圏
の
美
学
に
よ
っ
て
、
日
本
の
戦
闘
機
と
比
較
し
て
、
実
感

を
裏
切
る
合
理
性
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
安
吾
が
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
わ

か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
安
吾
の
比
較
は
多
岐
に
わ
た
り
、
印
象
批
評
に
近
い
た

め
、
矛
盾
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
も
注
釈
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

で
は
、
安
吾
が
「
日
本
文
化
私
観
」
の
中
で
ふ
れ
た
「
短
距
離
に
は
重
い
身
体
の

加
速
度
が
最
後
の
条
件
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
真
実
な
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
・
ダ
イ
ソ
ン
著
、
金
原
勇
訳
『
陸
上
競
技
の
力
学
』（
原
著‟

T
h
e
 

M
e
c
h
a
n
i
c
s
 
o
f
 
A
t
h
l
e
t
i
c
s
‟
1
9
7
0
,
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
 
P
r
e
s
s
 
L
t
d
.
 

大

修
館
書
店
、
一
九
七
二
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、「
加
速
運
動
」
の
項
に
、「
等
し
い
力

が
等
し
く
な
い
質
量
に
加
速
度
を
与
え
る
と
き
は
、
質
量
と
加
速
度
の
積
は
同
じ

で
あ
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
第
二
法
則
「
力
＝
質
量×

加
速
度
」

で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、「
た
と
え
ば
２
５
０
ポ
ン
ド
と
１
２
５
ポ
ン
ド
の
２
人
の

走
者
が
い
る
と
す
る
と
、
同
じ
加
速
度
を
生
ず
る
た
め
に
は
、
重
い
人
は
軽
い
人
の

２
倍
の
力
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
摩
擦
力
や
回
転
力
、

重
力
、
筋
力
等
の
影
響
を
完
全
に
無
視
し
た
場
合
、「
重
い
身
体
の
加
速
度
が
」
優

位
と
い
う
安
吾
の
考
え
は
誤
り
で
あ
る
。 

こ
れ
と
同
様
に
戦
闘
機
に
対
し
て
安
吾
が
述
べ
た
、「
質
量
の
加
速
度
に
よ
っ
て

風
を
切
る
速
力
的
な
美
し
さ
」
と
い
う
の
も
誤
り
で
あ
る
。
Ｉ―

１
６
が
「
胴
体
が
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短
く
、
ず
ん
ぐ
り
太
っ
て
い
」
る
の
は
、
空
気
抵
抗
の
点
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
。

重
戦
闘
機
は
高
出
力
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
軽
戦
闘
機
よ
り
重
い
が
、
よ
り
大
き
な

速
力
を
発
揮
す
る
。
Ｉ―

１
６
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、

航
空
機
が
重
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。
航
空
機
の
場
合
は
、
質
量
は
巡
航
時
に

水
平
飛
行
の
つ
り
あ
い
に
影
響
す
る
。
飛
行
機
に
は
水
平
方
向
に
推
力
が
働
き
、
上

方
向
に
揚
力
が
働
き
、
下
方
向
に
抗
力
が
働
い
て
い
る
。（
河
崎
俊
夫
『
飛
行
機
雑

学
事
典 

最
新
技
術
の
す
べ
て
』
講
談
社
、
一
九
八
二
年
三
月
参
照
。
）
質
量
は
重

心
の
管
理
に
作
用
し
、
重
心
に
よ
る
空
中
の
安
定
性
は
三
軸
方
向
の
ロ
ー
ル
に
働

く
。
（
『
飛
行
機
の
百
科
事
典
』
丸
善
株
式
会
社
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
参
照
。
） 

で
は
、
百
メ
ー
ト
ル
走
の
速
力
を
求
め
る
の
に
、
ス
ポ
ー
ツ
力
学
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
「
必
要
」
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。「
内
的
に
は
、
筋
の
粘
性
、
筋
膜
・

靭
帯
・
腱
な
ど
の
緊
張
に
よ
る
抵
抗
を
克
服
す
る
」
こ
と
と
、「
外
的
に
は
、
重
力
、

空
気
抵
抗
、
地
面
に
よ
っ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に
か
け
ら
れ
る
力
」
な
ど
が
関

係
す
る
。「
ス
ト
ラ
イ
ド
の
長
さ
と
ピ
ッ
チ
」
に
よ
っ
て
走
る
ス
ピ
ー
ド
が
決
ま
る
。

走
者
の
体
重
や
筋
力
が
正
し
い
つ
り
あ
い
に
な
っ
て
い
る
時
に
効
率
は
最
大
に
な

る
。
身
体
重
心
は
前
方
に
、
そ
し
て
よ
り
大
き
な
力
を
後
方
に
キ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
走
る
時
、
こ
の
キ
ッ
ク
の
力
と
次
の
足
を
前
方
に
出
す
骨
盤
を
軸
と
し

た
回
転
の
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
衝
撃
は
両
腕
と
骨
盤
で
吸
収
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。（
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
・
ダ
イ
ソ
ン
『
陸
上
競
技
の
力
学
』
前
掲
参
照
。
） 

 

短
距
離
走
に
は
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
酸
素
を
必
要
と
す
る
。
短
距
離
走
選

手
は
身
長
体
重
比
が
よ
い
と
い
う
よ
り
も
酸
素
効
率
が
非
常
に
よ
い
傾
向
に
あ
る
。

短
距
離
走
に
は
ス
タ
ー
ト
時
の
瞬
発
力
、
０
～
６
０
ｍ
の
加
速
走
の
筋
持
久
力
が

求
め
ら
れ
る
。
短
距
離
走
に
は
、
①
ス
タ
ー
ト
の
構
え
と
出
発
動
作
②
加
速
走
③
全

速
走
④
ス
ピ
ー
ド
持
続
走
⑤
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
の
五
つ
の
区
分
が
あ
る
。
全
速
走
時

は
ト
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
の
運
動
に
な
り
、
加
速
走
の
力
を
利
用
す
る
。
ス
ピ
ー
ド
持
続

走
に
お
い
て
は
、
全
速
走
の
余
力
を
長
期
に
持
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。（
浅

見
俊
男
編
『
現
代
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
体
系
第
１
３
巻
』
講
談
社
、
一
九
八
四
年
六
月

参
照
。
） 

こ
の
よ
う
に
百
メ
ー
ト
ル
走
に
お
い
て
は
、
複
雑
な
段
階
が
あ
り
、
複
数
の
合
理

性
が
「
必
要
」
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
質
量
や
そ
れ
が
生
み
出

す
筋
が
発
生
さ
せ
る
力
、
働
き
か
け
る
重
心
、
回
転
数
な
ど
の
「
必
要
」
は
そ
れ
ぞ

れ
別
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
複
数
の
合
理
性
が
「
必
要
」
と
さ
れ
た
時
求
め
ら
れ
る
の
が
、
そ
れ

ら
を
総
合
し
た
数
式
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
で
あ
り
、
関
数
な
の
だ
。
安
吾
は
「
百
米
を

疾
走
す
る
オ
ウ
エ
ン
ス
の
美
し
さ
と
二
流
選
手
の
動
き
に
は
、
必
要
に
応
じ
た
完

全
な
る
動
き
の
美
し
さ
と
、
応
じ
切
れ
な
い
ギ
ゴ
チ
な
さ
の
相
違
が
あ
る
」
と
言
う
。

オ
ー
エ
ン
ス
は
各
段
階
に
お
け
る
複
数
の
合
理
性
を
統
一
し
う
る
、
ベ
ス
ト
な
身

体
性
を
持
っ
て
い
た
。 

「
必
要
」
に
も
、
や
み
く
も
に
何
も
か
も
欲
し
い
と
思
う
単
純
な
欲
望
や
機
能
美

と
、
そ
れ
と
は
別
の
複
数
の
合
理
性
と
そ
れ
を
統
一
す
る
関
数
が
存
在
す
る
。
そ
し

て
、
そ
の
「
必
要
」
は
差
異
化
さ
れ
、
秀
逸
化
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
い
ま
だ
人
間

の
身
体
を
も
っ
て
、
百
メ
ー
ト
ル
走
の
完
全
な
速
度
を
実
現
す
る
ス
ポ
ー
ツ
理
論

は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
現
代
に
お
い
て
も
、
人
間
の
身
体
の
可
能
性
は
未

解
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
、
複
雑
で
多
項
的
な
比
較
こ
そ
が
、
文
化
比
較

に
必
要
と
さ
れ
る
観
点
で
あ
る
。 

第
二
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
日
中
比
較
に
お
い
て
も
、
単
線
的
に
「
中
国
は
昔
の

日
本
で
あ
り
、
日
本
の
バ
ブ
ル
崩
壊
の
歴
史
を
繰
り
返
し
つ
つ
あ
る
」
と
怨
恨
ま
じ

り
で
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
成
り
立
た
な
い
。
た
と
え
不
愉
快
で
あ
っ
た
と
し
て
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も
他
国
か
ら
学
ぶ
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
日
本
文
化
は
失
墜
す
る
だ
ろ
う
。
国
語
教

科
書
の
よ
う
に
日
本
が
一
度
は
西
洋
化
を
成
し
遂
げ
た
国
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と

も
異
論
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
決
定
要
因
は
近
世
の
中
華
秩
序
に
あ
っ
た
と
い
う

分
析
も
成
立
す
る
。
近
代
を
東
ア
ジ
ア
側
の
欲
望
を
反
映
し
、
西
洋
側
の
欲
望
も
変

質
し
た
も
の
と
し
て
も
分
析
す
べ
き
で
あ
る
。
歴
史
は
複
層
的
な
産
物
な
の
だ
。
複

雑
比
較
に
必
要
な
の
は
多
国
間
の
翻
案
で
あ
り
、
多
項
分
析
で
あ
る
。
二
元
論
だ
け

で
な
く
、
四
、
五
個
の
コ
ー
パ
ス
を
設
定
し
て
、
各
国
文
化
圏
の
重
点
の
置
き
方
を

測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
オ
ー
エ
ン
ス
の
身
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
必
要
」
を
関
数

化
し
て
体
現
し
う
る
身
体
の
持
ち
主
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
合
理
性
と
い

う
観
念
の
あ
り
方
へ
の
提
唱
こ
そ
が
、
坂
口
安
吾
「
日
本
文
化
私
観
」
に
お
け
る
文

化
論
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
百
メ
ー
ト
ル
走
は
単
純
な
機
能
美

や
西
洋
化
追
求
の
比
喩
で
は
な
い
。
オ
ー
エ
ン
ス
の
走
り
は
純
粋
に
結
晶
化
し
た

複
数
の
観
念
の
関
数
化
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
反
民
主
主
義
の
陥
穽
に
落
ち
る
こ
と

さ
え
な
け
れ
ば
、
美
学
た
り
う
る
の
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
佐
藤
泉
は
『
国
語
教
科
書
の
戦
後
史
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）
に
お
い
て
、

一
九
八
〇
年
代
以
降
の
国
語
教
科
書
に
お
い
て
、「
日
本
文
化
の
理
解
と
日
本
人
の
自

覚
が
「
国
際
交
流
」
時
代
と
い
う
高
次
の
目
標
の
下
で
重
視
さ
れ
る
」
よ
う
に
な
り
、

日
本
論
は
「
海
外
進
出
を
進
め
る
日
本
企
業
が
必
要
と
し
た
自
己
表
象
」
と
分
析
し

た
。
二
〇
一
〇
年
代
以
降
の
国
語
教
科
書
の
日
本
論
は
、
経
済
的
凋
落
を
背
景
と
し
た

自
己
言
及
的
な
美
学
化
の
性
質
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

（
２
）
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
国
語
教
育
現
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
授
業
が
展
開
さ
れ 

 

る
か
は
教
員
に
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
解
釈
さ
れ
る
余
地
の
あ
る
教
科
書

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
優
秀
な
教
員
が
積
極
的
か
つ
現
代
の
安
吾

論
を
反
映
さ
せ
た
授
業
を
展
開
す
る
可
能
性
は
あ
る
。 

（
３
）
も
っ
と
も
夏
目
漱
石
の
場
合
は
、
学
問
制
度
の
整
備
と
い
う
よ
り
、
日
本
に
お
け 

 

る
大
正
期
の
講
演
の
見
世
物
性
に
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

（
４
）
植
民
地
化
が
欲
望
や
イ
メ
ー
ジ
の
複
層
化
で
あ
り
、
そ
こ
に
被
植
民
地
側
の
欲
望
も

異
種
混
交
す
る
こ
と
は
、Ma

r
y
 L
o
uis

e
 P
ra
t
t‟

I
mp

e
ria

l
 E
ye

s
:T
r
av
e
l
 W
r
i
ti
n
g
 

a
n
d
 Tr

a
ns
c
ul
t
ura

t
i
on

″

（2
0
07
,
Ro

u
t
le
d
ge

)

の
コ
ン
タ
ク
ト
ゾ
ー
ン
の
提
唱
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。
レ
イ
・
チ
ョ
ウ
著
、
本
橋
哲
也
訳
『
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
知
識
人
』

（
原
著‟

W
r
i
t
i
ng
 
D
i
a
sp

o
ra

: 
T
ac

t
ic

s
 
o
f 

I
nt
e
rv

e
nti

o
n 

i
n 

Co
n
te
m
por

a
r
y 

C
u
l
tu
r
al
 
St
u
di
es
‟
1
99

3
 
I
n
di
a
na

 
U
n
i
ve
r
si

t
y 

P
re

ss
.
 

青
土
社
、
一
九
九
八

年
四
月
）
に
お
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
の
複
層
的
な
植
民
地
化
の
構
造
が
指
摘
さ
れ
た
。

日
本
や
中
国
も
ま
た
、
近
代
に
お
い
て
、
植
民
側
と
被
植
民
側
両
者
の
性
質
を
持
つ
。 

（
５
）
各
選
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情
報
、
生
没
年
、
メ
ダ
ル
獲
得
記
録
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

O
l
y
mp
e
di
a

を
参
照
し
た
。（h

t
t
p
s
:/
/
w
ww

.
ol
y
mp

e
di

a.
o
r
g/
 

二
〇
二
三
年
九
月

五
日2

1
:
4
2

最
終
閲
覧
。
） 

（

６

）

各

選

手

の

身

長

体

重

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

O
l
y
m
p
ed

i
a

を

参

照

し

た

。

（h
t
t
p
s:
/
/w
w
w.
ol
y
m
pe

d
ia

.
or
g
/
 

二
〇
二
三
年
九
月
五
日

2
1
:
4
5

最
終
閲
覧
。
） 

（
７
）
大
衆
の
熱
狂
を
受
け
、
「
「
ド
イ
ツ
の
新
聞
『
ケ
ル
ニ
シ
ェ
・
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
』 

 
 

は
、
オ
ー
エ
ン
ス
の
体
格
は
「
模
範
的
」
で
、「
古
代
文
明
人
の
理
想
」
を
反
映
し
て

い
る
と
オ
ー
エ
ン
ス
を
絶
賛
し
た
」
と
言
う
。（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ク
ラ
イ
ラ
ー
ジ
著
、

高
儀
進
訳
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
９
３
６ 

ナ
チ
の
競
技
』
原
著‟

N
a
zi

 

G
a
m
es
:
 T
h
e Ol

y
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i
c
s o

f 19
3
6‟

2
00
7
,
W W N

or
t
on

 & C
o I

nc
;
 A
n
no

t
at
e
d. 

白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
七
月
） 

(

ま
ん
だ 

け
い
た
、
南
京
大
学
常
勤
日
本
語
語
言
外
国
人
教
師)
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